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　五  

輪  

清  

隆

18
年
の
45
万
１
７
３
８
人
か
ら
今
年
５
月

時
点
で
は
40
万
３
５
７
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
人
口
減
少
は
国
・
各
自
治
体
も
共
通

の
課
題
と
し
て
色
々
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
効
果
的
な
解
決
策
は
難
し

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　今
回
の
質
疑
で
明
ら
か
に
な
っ
た
事
は
、

長
崎
市
民
の
方
が
１
人
減
少
す
る
こ
と
に

よ
る
長
崎
市
の
歳
入
へ
の
影
響
で
あ
り
ま

す
。
個
人
市
民
税
・
国

か
ら
の
普
通
交
付
税
・

地
方
消
費
税
交
付
金
で

約
14
万
３
千
円
減
少
と

な
り
財
政
運
営
上
、
大

き
な
課
題
に
な
る
事
で

す
。　長

崎
市
の
人
口
減
少

が
、
こ
の
ま
ま
推
移
す

る
と

　①
公
共
交
通
機

関
の
乗
客
の
減
少
に
よ

る
、
運
賃
の
値
上
げ
・

運
行
便
数
の
減
少
・
路

線
の
廃
止
な
ど
交
通
利

便
性
の
低
下

　②
買
い

物
で
は
購
入
客
の
減
少

に
よ
り
、
日
用
品
等
の

販
売
店
舗
の
撤
退
や
商

店
街
の
衰
退
が
進
み
、

日
常
の
買
い
物
ア
ク
セ

ス
の
低
下

　③
医
療
・

福
祉
で
は
医
療
機
関
の

統
廃
合
や
医
療
・
福
祉

の
人
材
不
足
な
ど
に
よ

り
市
民
サ
ー
ビ
ス
低
下

に
よ
り
市
民
の
日
常
生

活
に
及
ぼ
す
影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で

効
果
の
あ
る
対
策
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　長
崎
市
内
各
地
に
土
砂
災
害
な
ど
の
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
長
崎
大
水
害
か

ら
今
年
で
40
年
を
迎
え
ま
す
。

　こ
こ
近
年
、
全
国
各
地
で
大
規
模
災
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
長
崎
市
で
は
昭
和

57
年
７
月
23
日
に
発
生
し
た「
長
崎
大
水

害
」で
、
死
者
・
行
方
不
明（
２
９
９
名
）の

尊
い
命
を
奪
い
、
財
産
を
一
瞬
に
し
て
奪
っ

た
災
害
も
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
長
崎

大
水
害
を
知
ら
な
い
世
代
が
多
く
な
り
市

民
の
防
災
意
識
は
水
害
直
後
と
比
べ
て
低

く
な
っ
て
お
り
、
災
害
の
記
憶
を
風
化
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、
語

り
継
い
で
い
く
こ
と
は
、
市
民
の
防
災
意

識
を
高
め
る
た
め
に
非
常
に
重
要
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
為
に
も
風
化
防
止
対
策
を
徹

底
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　今
年
も
暑
い
日
々
が
続
く
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
水
分
補
給
な
ど
を
充
分

に
行
い
熱
中
症
に
注
意
し
て
楽
し
い
夏
を

過
ご
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　私
も
市
会
議
員
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
が「
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境

つ
く
り
」に
向
け
て
諸
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
く
決
意
で
す
。

　皆
様
方
に
は
更
な
る
ご
指
導
・
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　暑
い
夏
を
迎
え
る
季
節
と
な
り
ま
し
た

が
、
皆
さ
ま
に
於
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご

健
勝
に
て
、
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　長
崎
市
の
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
人
口

減
少
に
つ
い
て
、
６
月
議
会
に
て
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。
本
市
の
人
口
は
平
成

６月７日　多くの皆さんが傍聴する中、一般質問を行いました

人
口
減
少
に
よ
る
財
政
へ
の
影
響

人
口
減
少
に
よ
る
財
政
へ
の
影
響

今
年
は
長
崎
大
水
害
か
ら
40
年

今
年
は
長
崎
大
水
害
か
ら
40
年

熱
中
症
に
充
分
に
注
意
し
て
下
さ
い

熱
中
症
に
充
分
に
注
意
し
て
下
さ
い

ご
相
談
は
お
気
軽
に
！
長
崎
市
女
の
都
１
丁
目
１
４
４
４‐

１
３
　
自
宅
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４
４
）
９
５
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９
　
生
活
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８
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２
２
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■
長
崎
開
港
記
念
行
事
費
補
助
金

…

２
０
０
万
円

【
事
業
内
容
】

　「
２
０
２
２

な
が
さ
き
み
な

と
ま
つ
り
」 

を

拡
充
し
て
開
催

す
る
長
崎
開
港

記
念
会
の
取
組

み
に
要
す
る
経

費
の
一
部
に
つ

い
て
増
額
し
て

支
援
す
る
。

　
当
初
予
算
額
４
０
０
万
円
に

補
正
予
算
額
２
０
０
万
円
を
増

額（
計
６
０
０
万
円
）

１
．
長
崎
開
港
記
念
行
事
費
補

助
金…

…
…
…

２
０
０
万
円

　
拡
充
に
要
す
る
対
象
経
費
４

０
０
万
円
の
う
ち
、
長
崎
市
と

長
崎
開
港
記
念
会
が
各
２
０
０

万
円
を
負
担

⑴
補
助
対
象
者 

長
崎
開
港
記
念
会

⑵
２
０
２
２
な
が
さ
き
み
な
と
ま
つ
り

　
①
日
時
　
７
月
30
日（
土
） 

　
　
　
　
　 

〜 

７
月
31
日（
日
）

②
場
所
　
長
崎
港
、 

長
崎
水

辺
の
森
公
園
ほ
か

③
拡
充
し
て
実
施
す
る
イ
ベ

ン
ト
内
容（
４
０
０
万
円
）

・
著
名
人
に
よ
る
ラ
イ
ブ
や
高
校

生
吹
奏
楽
に
よ
る
演
奏
等
の

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
拡
充

・
盆
踊
り
、
浴
衣
コ
ン
テ
ス
ト

等
の
拡
充

環
境
経
済
委
員
会
報
告

環
境
経
済
委
員
会
報
告

　
令
和
４
年
第
３
回
長
崎
市
議
会
定
例
会
は
、
６
月
１
日（
水
）か
ら

17
日（
金
）ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
案
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
社
会
経
済
の
復

興
に
係
る
イ
ベ
ン
ト
負
担
金
や
あ
ぐ
り
の
丘
運
営
費
、
２
０
０
７
年
に

女
性
記
者
が
長
崎
市
職
員
か
ら
取
材
中
に
性
暴
力
を
受
け
た
と
し
て
市

に
損
害
賠
償
を
求
め
た
訴
訟
で
市
が
敗
訴
と
な
り
、
市
長
の
給
与
を
減

額
す
る
改
正
条
例
と
賠
償
金
な
ど
約
３
，８
１
０
万
円
も
含
め
た
総
額

７
億
６
，８
０
０
万
円
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
６
月
議
会

一般会計補正予算（総額7億6,800万円）
31件の条例を可決・同意！

一般会計補正予算（総額7億6,800万円）
31件の条例を可決・同意！

◆
市
民
活
動
推
進
費

コ
ミ
ュニ
ティ
助
成
事
業
費
補
助
金

…

１
１
０
万
円

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業 

助
成
金
を
活
用
し
、 コ
ミュニ
テ
ィ

活
動
に
必
要
な
備
品
の
整
備
に

係
る
経
費
に
対
し
て
助
成
す
る
も

の
。

・
対
象
団
体
　
中
里
町
自
治
会

・
対
象
事
業
　
放
送
設
備
整
備

◆
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
運
営
費

　
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営
費

…

３
，３
９
３
万
５
千
円

　
新
庁
舎
移
転
を
契
機
と
し
た

新
た
な
働
き
方
の
ひ
と
つ
と
し
て
、 

会
議
の
迅
速
化
及
び
効
率
化
を

図
る
た
め
、タ
ッ
チ
ペン
機
能
付
き

の
事
務
用
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
１
０

０
台
を
導
入
す
る
も
の
。

◆
あ
ぐ
り
の
丘
運
営
費

…

７
，２
６
４
万
５
千
円

　
長
崎
市
あ
ぐ
り
の
丘
へ
の
指
定

管
理
者
制
度
導
入
に
伴
い
、 

管
理 

運
営
に
係
る
経
費
を
計
上
す
る
も

の
。

・指
定
管
理
期
間 

令
和
４
年
10
月

28
日
〜
令
和
10
年
３
月
31
日

◆
旧
仁
田
佐
古
小
学
校
跡
地
擁
壁

…

２
，２
０
０
万
円

　
新
保
育
施
設
建
設
用
地
の
旧

仁
田
佐
古
小
学
校
跡
地
南
側
擁

壁
の
整
備
を
行
う
た
め
の
調
査

や
設
計
等
を
行
う
も
の
。

◆
商
店
街
等
に
ぎ
わ
い
復
活
支
援
費

…

５
，０
０
０
万
円

　
商
店
街
等
の
団
体
が
実
施
す

る
に
ぎ
わ
い
復
活
の
た
め
の
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
や
、 

各
種
イ
ベ
ン
ト
事
業
の
実
施
に
つ

い
て
支
援
す
る
も
の
。

◆
平
和
と
祈
り
の
コ
ン
サ
ー
ト・イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
開
催
費
補
助
金

…

２
０
０
万
円

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
コ
ミュニ
テ
ィ
助
成
事
業
助

成
金
を
活
用
し
、地
域
づ
く
り
助

成
事
業
の
一
環
と
し
て
行
う「
平

和
と
祈
り
の
コ
ン
サ
ー
ト
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
」 

事
業
の
開
催
に
係

る
費
用
を
助
成
す
る
も
の
。

・
対
象
団
体 

浦
上
平
和
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

・
実
施
期
間 

令
和
４
年
12
月
10

日
〜
令
和
５
年
１
月
31
日

主
な
補
正
予
算
の
内
容

主
な
補
正
予
算
の
内
容

・
ド
ロ
ー
ン
映
像
生
配
信
な
ど

に
よ
る
ネ
ッ
ト
配
信

２
．
２
０
２
２
な
が
さ
き
み
な

と
ま
つ
り
、
花
火
大
会

・
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、 

市
民
参

加
型
イ
ベ
ン
ト
、 

親
子
体
験

イ
ベ
ン
ト
等
の
各
種
催
し

・
先
賢
行
列 

長
崎
さ
る
き

・
き
ゃ
あ
ま
ぐ
る
坂
グ
ラ
ン
プ
リ

・
花
火
大
会 

１
６
，０
０
０
発
、

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
花
火
、
15
号

玉（
直
径
４
０
０
ｍ
）

・
露
店
出
店（
約
１
０
０
店
）

■
田
中
町
企
業
立
地
用
地
を
現

地
調
査

【
経
緯
】

　
田
中
町（
卸
団
地
横
）に
お
い

て
、
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー

ト
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
伴
う
発

生
土
を 

活
用
し
た
企
業
立
地
用

地
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。 

令

和
２
年
度
ま
で
、
独
立
行
政
法

人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備

支
援
機
構
に
お
い
て
、 

処
分
場

所 

の
測
量
・
設
計
及
び
土
地
造

成
を
行
い
、
令
和
３
年
度
か
ら

市
施
工
の

仕
上
げ
工

事
を
実
施

し
て
お
り
、

６
月
末
の

工
事
完
了
、

８
月
の
分

譲
開
始
を

予
定
し
て

い
る
。

６月13日　現地調査を行う

◇



６月７日　一般質問を行う！６月７日　一般質問を行う！
１． 人口減少対策について

２．新たな文化施設の建設について

３．長崎市もみじ谷葬斎場の建て替え計画の進捗について

４．長崎大水害の風化防止について

５．自治会加入について

主
な
質
疑
内
容

主
な
質
疑
内
容

◆  長崎市の人口の推移  ◆

◆  自治会加入率の推移（毎年４月１日現在）  ◆

年次

平成24年
平成25年
平成26年
平成27年
平成28年
平成29年
平成30年
令和元年
令和２年
令和３年

439,016
436,029
433,514
429,508
426,578
421,612
416,419
411,421
409,118
403,950

4,878
5,025
4,987
4,833
5,170
5,229
5,167
5,243
5,185
5,455

－1,549
－1,723
－1,698
－1,645
－1,981
－2,089
－2,168
－2,461
－2,547
－2,905

13,966
14,175
13,971
15,908
14,919
13,613
13,150
12,399
12,185
11,197

15,056
15,016
15,015
15,314
16,375
16,981
15,814
15,332
14,538
13,682

－1,090
－841
－1,044
594

－1,456
－3,368
－2,664
－2,933
－2,353
－2,485

－2,639
－2,564
－2,742
－1,051
－3,437
－5,457
－4,832
－5,394
－4,900
－5,390

3,329
3,302
3,289
3,188
3,189
3,140
2,999
2,782
2,638
2,550

人口
人 口 動 態

自然動態
出生 死亡 増減 転入 転出 増減

社会動態 人口
増減

各年10.1現在

平成24年
平成25年
平成26年
平成27年
平成28年
平成29年

73.1
72.6
71.1
70.3
68.7
69.6

年 加入率

平成30年
令和元年
令和２年
令和３年
令和４年

69.4
68.7
67.6
66.8
64.9

年 加入率

１
．
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

  

質  

問
　
長
崎
市
の
人
口
は
毎
年
減

少
し
、
特
に
平
成
29
年
か
ら
は
毎
年

約
５
，０
０
０
名
以
上
減
少
し
て
い

る
が
、
今
日
ま
で
定
住
人
口
減
少
策

の
取
り
組
み
と
効
果
・
人
口
が
減
少

す
る
大
き
な
要
因
と
今
後
の
新
た
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
更
に
長
崎
市
の
財
政
は
厳
し
い
状

況
の
中
で
、
人
口
が
１
名
減
少
す
る

こ
と
に
よ
る
普
通
交
付
税 

・
市
民
税

確
保
に
向
け
て
、
地
元
企
業
の
活
性

化
や
若
年
者
の
地
元
雇
用
の
促
進
、

企
業
誘
致
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　人
口
減
少
が
歳
入
に
及
ぼ
す
影
響

は
、
市
民
１
人
が
減
少
す
る
と
個
人

市
民
税
は
約
４
万
８
千
円
の
減
、
普

通
交
付
税
は
約
７
万
８
千
円
の
減
、

地
方
消
費
税
交
付
金
は
約
１
万
７
千

円
減
で
14
万
３
千
円
の
減
と
な
り
ま

す
の
で
、
人
口
減
少
が
与
え
る
影
響

は
財
政
運
営
上
、
大
き
な
課
題
と
な

り
ま
す
。

 

２
．
新
た
な
文
化
施
設
の
建
設

に
つ
い
て

  

質  

問
　
令
和
３
年
３
月
議
会
の
本

会
議
質
問
で
基
本
構
想
で
取
り
ま
と

め
た
必
要
な
施
設
機
能
や
規
模
、
市

内
の
ホ
ー
ル
型
施
設
の
利
用
状
況
を

踏
ま
え
、
ホ
ー
ル
を
１
２
０
０
席
程

度
と
し
、
旧
公
会
堂
に
は
な
か
っ
た

リ
ハ
ー
サ
ル
室
や
練
習
場
な
ど
の
整

備
を
行
っ
た
場
合
、
建
設
費
が
さ
ら

に
増
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
が
、

現
時
点
で
具
体
的
な
金
額
を
示
す
こ

と
が
出
来
な
い
と
の
答
弁
で
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
か
ら
１
年
以
上
経
過

し
た
中
で
も
建
設
費
用
を
示
す
こ
と

が
出
来
な
い
の
か
伺
い
ま
す
。

  

答  

弁
　
先
月
末
の
文
化
振
興
審
議

会
に
お
い
て
、
基
本
計
画
骨
子
案
に

つ
い
て
審
議
い
た
だ
き
、
概
ね
了
解

を
得
た
と
こ
ろ
で
す
。

　基
本
計
画
骨
子
案
で
は
、
市
内
の

ホ
ー
ル
機
能
や
規
模
、
利
用
状
況
等

を
踏
ま
え
、
全
体
的
な
機
能
や
規
模

の
バ
ラ
ン
ス
が
図
ら
れ
稼
働
状
況
も

平
準
化
で
き
る
よ
う
、
ど
の
席
か
ら

も
舞
台
が
見
え
や
す
く
、
満
足
度
の

高
い
鑑
賞
条
件
を
備
え
た
ホ
ー
ル
整

備
が
可
能
と
な
る
よ
う
、 

基
本
構
想

段
階
か
ら
１
０
０
０
〜
１
２
０
０
席

と
し
て
い
た
ホ
ー
ル
座
席
数
を
１
０

０
０
席
程
度
と
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー

ル
以
外
の
機
能
は
、
旧
公
会
堂
の
課

題
で
あ
っ
た
リ
ハ
ー
サ
ル
室
や
練
習

室
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
リ
ハ
ー

サ
ル
室
を
小
規
模
の
演
劇
公
演
等
の

会
場
と
し
て
も
利
用
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　エ
ン
ト
ラ
ン
ス
は
ホ
ー
ル
で
公
演

な
ど
利
用
さ
れ
な
い
日
に
も
、
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
・

展
示
等
が
で
き
、
市
民
や
観
光
客
が

芸
術
文
化
を
通
し
て
交
流
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
と
す
る
こ
と
で
、
誰
も
が
芸

術
文
化
を
広
げ
て
い
く
場
所
と
な
る

よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

　今
後
の
予
定
は
次
回
の
審
議
会
で

よ
り
詳
細
な
基
本
計
画
の
素
案
を
示

し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
た

う
え
で
基
本
計
画
策
定
が
完
了
し
ま

す
。　建

設
費
用
は
平
成
26
年
に
旧
公
会

堂
と
同
程
度
の
機
能
を
有
し
、
座
席

数
が
１
０
０
０
席
程
度
の
他
都
市
の

ホ
ー
ル
等
を
参
考
に
30
億
円
程
度
と

示
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
骨
子
案
で

示
し
た
座
席
数
１
０
０
０
席
程
度
等

を
基
に
想
定
す
る
と
、
平
成
26
年
に

示
し
た
も
の
か
ら
延
床
面
積
が
１
・

５
倍
程
度
、
ま
た
建
設
資
材
費
や
労

務
単
価
等
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
現
時
点
で
試
算
し
た
場
合
、
建

設
費
も
１
・
５
倍
程
度
に
な
る
も
の

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

３
．
長
崎
市
も
み
じ
谷
葬
斎
場

の
建
て
替
え
計
画
の
進
捗

に
つ
い
て

  

質  

問
　
令
和
２
年
２
月
議
会
の
本

会
議
で「
長
崎
市
も
み
じ
谷
葬
斎
場

の
建
て
替
え
計
画
」に
つ
い
て
市
長
・

担
当
部
長
よ
り
計
画
を
具
体
化
す
る

た
め
に
、
庁
内
に
検
討
チ
ー
ム
を
つ

く
り
、
規
模
・
機
能
・
建
設
時
期
・

候
補
地
な
ど
に
つ
い
て
考
え
方
を
示

す
基
本
構
想
を
令
和
３
年
度
中
に
策

定
す
る
答
弁
が
さ
れ
た
が
、
基
本
構

想
は
い
ま
だ
に
公
表
さ
れ
て
い
な
い

が
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か

伺
い
ま
す
。

  

答  

弁
　
令
和
２
年
６
月
に
庁
内
の

関
係
課
長
等
で
構
成
す
る「
も
み
じ

谷
葬
斎
場
建
替
え
に
向
け
て
の
検
討

会
議
」を
立
ち
上
げ
、
施
設
が
全
体

的
に
狭
隘
で
あ
り
、
待
合
室
等
が
遺

族
に
配
慮
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
な

い
こ
と
な
ど
の
課
題
を
踏
ま
え
、
２

回
の
会
議
の
中
で
土
木
や
建
築
等
の

専
門
的
な
見
地
か
ら
の
意
見
も
聴
取

し
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
観

点
の
必
要
性
や
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
係
る
計
画
と
の
整
合
性
を
図

る
と
と
も
に
、
新
し
い
火
葬
場
の
在

り
方
や
求
め
ら
れ
る
機
能
な
ど
に
つ

い
て
整
理
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　令
和
３
年
１
月
か
ら
は
、
も
み
じ

谷
葬
斎
場
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
審

議
し
て
い
た
だ
く
附
属
機
関
と
し

て
、
長
崎
市
火
葬
場
整
備
計
画
審
議

会
を
設
置
し
、
新
し
い
火
葬
場
の
建

替
え
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え

方
や
必
要
な
機
能
な
ど
に
つ
い
て
、

３
回
の
審
議
会
の
中
で
議
論
を
進
め

て
来
た
と
こ
ろ
で
す
。

　基
本
構
想
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
や
火
葬
場
が
有

す
る
施
設
設
備
等
の
特
殊
性
な
ど
か

ら
検
討
に
時
間
を
要
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
９
月
中
の
策
定
に
向
け

て
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

４
．
長
崎
大
水
害
の
風
化
防
止

に
つ
い
て

  

質  

問
　
昭
和
57
年
７
月
23
日
、
２

９
９
名
の
命
が
奪
わ
れ
た「
長
崎
大

水
害
」か
ら
今
年
で
40
年
と
な
る
が
、

節
目
の
年
で
あ
る
今
年
は
ど
の
よ
う

に
市
民
の
皆
さ
ん
へ
情
報
提
供
し
て

風
化
防
止
を
取
り
組
む
の
か
伺
い
ま

す
。

  

答  

弁
　
災
害
の
記
憶
を
風
化
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
将
来
に
わ
た
っ
て
語

り
継
い
で
い
く
こ
と
は
、
市
民
の
防

災
意
識
を
高
め
る
た
め
に
非
常
に
重

要
で
あ
り
、
毎
年
７
月
23
日
の
防
災

行
政
無
線
に
よ
る
黙
祷
サ
イ
レ
ン
の

吹
鳴
、
市
役
所
本
館
や
各
地
域
セ
ン

タ
ー
で
の
パ
ネ
ル
展
示
や
記
録
映
像

の
上
映
な
ど
に
よ
り
災
害
の
伝
承
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　今
年
は
40
年
の
節
目
の
年
と
し

て
、
長
崎
大
水
害
を
知
ら
な
い
世
代

へ
の
伝
承
を
主
眼
と
し
て
更
な
る
啓

発
に
取
り
組
み
ま
す
。

　小
・
中
学
生
を
対
象
に
民
間
会
社

か
ら
講
師
を
招
聘
し
て
、
指
定
し
た

学
校
で
長
崎
大
水
害
に
関
連
し
た
防

災
学
習
を
実
施
し
、
録
画
し
た
内
容

を
動
画
配
信
に
よ
り
全
市
立
小
・
中

学
校
で
視
聴
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。　多

く
の
市
民
が
参
加
で
き
る
防
災

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
出
島
メ
ッ
セ
長

崎
で「
な
が
さ
き
防
災
フ
ェ
ス
タ
」を

開
催
し
、
長
崎
大
水
害
の
映
像
・
体

験
談
の
視
聴
・
防
災
に
関
わ
る
関
係

機
関
の
防
災
資
機
材
や
車
両
展
示
、

各
種
防
災
体
験
が
で
き
る
防
災
啓
発

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

５
．
自
治
会
加
入
に
つ
い
て

  

質  

問
　
自
治
会
へ
の
加
入
は
年
々

加
入
率
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
、

平
成
24
年
は
加
入
率
が
73
・
１
％
か

ら
令
和
４
年
は
64
・
９
％
と
減
少
し

て
い
る
が
、
毎
年
加
入
率
が
下
が
る

要
因
は
ど
こ
に
あ
る
と
考
え
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

  

答  

弁
　
自
治
会
加
入
率
が
下
が
る

要
因
と
し
て
生
活
様
式
の
多
様
化
、

個
人
主
義
の
台
頭
な
ど
社
会
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
自
治
会

活
動
へ
の
理
解
が
十
分
に
得
ら
れ
に

く
い
と
い
う
状
況
に
あ
る
事
や
高
齢

化
の
更
な
る
進
展
に
よ
り
、
自
治
会

を
脱
退
す
る
人
が
増
え
た
り
役
員
の

成
り
手
が
い
な
い
な
ど
、
様
々
な
要

因
が
複
合
的
に
影
響
を
与
え
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　毎
年
11
月
を「
自
治
会
加
入
促
進

月
間
」と
し
て
、
市
営
・
県
営
住
宅

入
居
者
説
明
会
で
の
加
入
依
頼
・
新

規
建
設
マ
ン
シ
ョ
ン
等
へ
の
加
入
の

働
き
か
け
、
大
学
新
入
生
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
等
で
の
資
料
配
布
等
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　今
年
度
は
、
自
治
会
加
入
の
メ

リ
ッ
ト
が
伝
わ
る
よ
う
な
加
入
促
進

チ
ラ
シ
や
自
治
会
が
加
入
促
進
に
取

り
組
む
う
え
で
参
考
に
な
る
よ
う
な

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
す
。

建設予定地の現市庁舎

建て替えに向けた検討が進む「もみじ谷葬祭場」

市役所本館にて長崎大水害のパネルを展示

な
ど
の
影
響
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

  

答  

弁
　
社
会
減
対
策
は
新
規
雇
用

者
数
の
確
保
や
移
住
支
援
な
ど
を
行

い
、
自
然
減
対
策
は
待
機
児
童
の
解

消
や
、
子
ど
も
福
祉
医
療
費
の
助
成

拡
大
を
行
う
な
ど
、
成
果
が
出
る
ま

で
に
時
間
の
か
か
る
取
り
組
み
、
即

効
性
が
高
い
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

複
合
的
に
人
口
減
少
対
策
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
が
、
令
和
３
年
に
お

い
て
は 

５
，３
９
０
人
減
少
と
な
っ

て
お
り
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　今
後
の
取
り
組
み
は
雇
用
の
場
の


